
 

 

 

 

子宮頸がん予防ワクチンについて 

 

１ 定期予防接種における積極的勧奨差し控えの経緯 
 

○ 「子宮頸がん予防ワクチン」については、平成 25 年 4 月 1 日から、「ヒブワクチン」、

「小児用肺炎球菌ワクチン」とともに、予防接種法に基づく定期予防接種に位置づけら

れたところです。 

○ 平成 25 年 6 月 14 日開催の国の「厚生科学審議会 予防接種・ワクチン分科会 副反応

検討部会」において、「ワクチンとの因果関係を否定できない持続的な疼痛が子宮頸がん

予防ワクチンの接種後に特異的に見られたことから、同副反応の発生頻度等がより明ら

かになり、国民に適切な情報提供ができるまでの間、定期接種を積極的に勧奨すべきで

はない。」とされました。 

○ これを受け、国は、同日付で各都道府県あて次のとおり勧告し、現在、全国の市町村

で、子宮頸がん予防ワクチンの定期接種に係る積極的勧奨が差し控えられています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ これまでの本市の主な対応について 

  

（１） 市民周知 （平成 25 年 6 月 15 日） 

市ホームページ（市政トピックス）に、子宮頸がん予防ワクチンについて、現在、積 

極的な勧奨を行っていない旨掲載。 

（２） 医療機関あて通知 （平成 25 年 6 月 17 日） 

・接種希望者に対し、積極的な勧奨を行っていないことを伝えるとともに、国の説明 

資料（別添）に基づき、ワクチンの有効性と安全性について説明すること。 

・予防接種による副反応について、適切に報告すること。 

（３） 個別通知（接種勧奨）の見合わせ 

標準接種年齢の中学校１年生女子の保護者に対する個別通知の送付を見合わせ。 

（４） 相談対応 

  ア 一般的な相談 約 30 件 

    ・積極的勧奨の差し控えとはどういうことか、接種すべきかどうか。 

    ・途中の回数まで接種しているが、今後の接種方法はどうすれば良いか。 

  イ 接種後の症状に関する相談（平成 25 年 6 月 14 日以降） ７件 

    うち持続的な疼痛を伴う症状 ４件 

    ⇒ 神奈川県を通じて厚生労働省に報告済み 
（裏面あり） 

健康福祉・病院経営委員会
平 成 2 5 年 9 月 1 9 日
健 康 福 祉 局

 
（平成 25 年 6 月 14 日 厚生労働省健康局長通知 ～抜粋～） 

１ 子宮頸がん予防ワクチンの定期接種の対象者又はその保護者に対し、市町村が接種を勧奨

するにあたっては、積極的な勧奨とならないよう留意すること。 

２ 子宮頸がん予防ワクチンの定期接種を中止するものではないため、市町村長は、希望者が

定期接種を受けることができるよう、対象者への周知と接種機会の確保を図ること。 

３ 子宮頸がん予防ワクチンの定期接種の対象者が、接種のために医療機関を受診した場合に

は、積極的な勧奨を行っていないことを伝えるとともに、ワクチンの有効性及び安全性につ

いて十分に説明した上で接種すること。 等 



３ 今後の対応について 

（１） 国の動向 

・持続的な疼痛とワクチンとの因果関係について、情報収集・分析を進めています。 

・「厚生科学審議会 予防接種・ワクチン分科会 副反応検討部会」において、早急に調 

査すべきとされた副反応症例について、可能な限り調査を実施した時点で、速やか 

に専門家による評価を行い、積極的な勧奨の是非を改めて判断する予定です。 

（２） 本市の対応 

・国の専門家会議による議論を注視しつつ、引き続き、ワクチンの有効性とリスクに

ついて、市民に情報提供を行うとともに、保護者からの相談等に対応します。 
 

【参考】 
 

 １ 子宮頸がん予防ワクチンの概要 
 

対象疾病 ヒトパピローマウイルス（HPV）感染症 

定期接種対象年齢 小学校６年生～高校１年生相当の女子 

標準の接種年齢 中学校１年生の女子 

接種回数 ３回 

接種間隔（※） 
サーバリックス：初回接種の１か月後と６か月後に追加接種 

ガーダシル  ：初回接種の２か月後と６か月後に追加接種 

接種方法 筋肉注射 

  ※ ワクチンのメーカーにより異なります。 
      商品名：サーバリックス（製造販売：グラクソ・スミスクライン株式会社、販売開始：平成 21 年 12 月） 

      商品名：ガーダシル（製造販売：ＭＳＤ株式会社、販売開始：平成 23 年 8月） 

 

 ２ 本市における子宮頸がん予防ワクチンの導入経過 

 

（１）「子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業」（平成 23 年 2 月～平成 25 年 3 月） 

 国の基金を活用し、公費（国 45％／市 55％）負担による任意接種として実施。 

【対象】※平成 24 年度の本市における対象 

 中学校１年生～高校３年生相当の女子  

【延べ接種件数】 

 ２０４，５３８件 

【接種率】 

  

 

 
※中学 1年生のうち 1回目の接種を受けた人数の割合 

 

（２）予防接種法に基づく定期予防接種（平成 25 年 4 月～） 

     

【延べ接種件数】                         （件） 

４月 ５月 ６月 ７月 合計 

938 

（311） 

546 

（149） 

409 

（85） 

166 

（23） 

2,059 

（568） 

    （ ）は、1回目の接種で内数 

平成 23 年度 73.4% 

平成 24 年度 70.8% 
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